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社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等  
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 M. Imaki, et. al., Proceedings of CLEO/PR2003, THP-(10)-4,p581 (2003) 
 
 
・赤外レーザ光の発生技
術 
・レーザ遠隔計測技術 
赤外光から可視光へ
の変換技術の開発 
波長変換技術の応用
赤外光を利用したメ
タン分布の動画計測 
赤外光検出素子 
・高価   ・大型 
・低感度 ・低温動作 
小型固体レーザの波長
可変技術の開発 
 
・赤外光を可視光に
変換する技術 
・単一周波数 
小型固体レーザ
 
シーズ シーズ
・ガスの漏洩検査 
 - パイプライン、タンクローリー、 
  輸送船などからの漏洩 
 - 化学プラントの有害ガス 
・地球温暖化ガスの調査 
- 企業間の排出権売買 
 - 大気化学の研究 
 
従来技術 
問題点 
研究目標 
創出技術
・赤外光の発生にOPOを使用し、
3.4μmの波長でメタンの吸収を測
定する
・OPOのポンプ用の光源として小型
固体パルスレーザーを使用する
・画像仕様 100x100ピクセル、フ
レームレート10Hz
・測定距離 10m
・測定感度 5ppm・m
<特性>
画面表示
赤外→可視変換機構
漏洩ガス
小型パルスレーザー
OPO(非線形素子)
赤外域レーザ 
画像計測システム
概要：測定が困難な漏洩ガスや温暖化ガスなどの微量気体の濃度分布測定を対象とした赤外域
レーザ画像計測システム。対象気体が赤外線を吸収することで濃度を測定する。光源には
OPOレーザを使用し、受信した赤外線を可視光線に変換して検出する。濃度分布は画像とし
て取得される。新規性として、これまでの直接的な赤外線検出に代わる、赤外光の可視光変
換技術を取り入れる。 
応用分野 
